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２
０
２
０
年
東
京

　
　
　

五
輪
競
技
会
場
誘
致

　

12
月
15
日
、
東
京
五
輪
の
追
加

種
目
に
あ
が
っ
て
い
る
サ
ー
フ
ィ

ン
競
技
の
会
場
誘
致
と
し
て
村
長

と
議
長
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組

織
委
員
会
と
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局
を

訪
れ
、要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

新
島
村
で
は
、
日
本
選
手
権
や

都
知
事
杯
な
ど
多
く
の
大
会
実
績

が
あ
り
、
村
を
挙
げ
て
大
会
を
支

え
る
経
験
と
熱
意
は
整
っ
て
い
る

と
し
て
、
競
技
会
場
と
し
て
強
く

誘
致
・
選
定
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

五
輪
追
加
種
目
に
つ
い
て
は
、

来
年
8
月
に
行
わ
れ
る
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
前
に
開
く
IOC
総

会
を
経
て
正
式
に
決
定
す
る
見
通

し
で
す
。

▲東京オリンピック・パラリンピック
競技大会組織委員会副委員長（写真左）

平
成
28
年
新
島
・
式
根
島
出
初
め
式

 　

1
月
6
日
、
新
島
・
式
根

島
消
防
団
が
平
成
28
年
出
初

め
式
を
行
い
、
ポ
ン
プ
操
法
や

一
斉
放
水
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
新
島
消
防
団
副
団

長
・
前
田
幹
生
さ
ん
に
村
と
消

防
団
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
前
年
の
活
動
で
優

秀
と
認
め
ら
れ
た
分
団
や
団

員
を
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
新
島
消
防
団
（
敬
称
略
）

優
良
分
団　

第
5
分
団

優
良
団
員

　

第
一
分
団　

清
水　

誠

　

第
一
分
団　

登　
　

芳
久

　

第
二
分
団　

木
村　

諭
史

　

第
二
分
団　

宮
川　

幸
一

　

第
三
分
団　

富
田　

俊
介

　

第
三
分
団　

梅
田　

力
良

　

第
四
分
団　

前
田　

佳
彦

　

第
四
分
団　

植
松　

裕

　

第
五
分
団　

猪
狩　

尚
史

　

第
五
分
団　

宮
原　

祥

　

第
六
分
団　

比
留
間　

雅
尚

　

第
六
分
団　

大
沼　

祐
樹

　

第
七
分
団　

鈴
木　

秀
和

　

第
七
分
団　

前
田　

雄
大

　

第
八
分
団　

中
島　

信
一

　

第
八
分
団　

前
田　

海
門

▼
式
根
島
消
防
団
（
敬
称
略
）

優
良
分
団　

第
1
分
団

優
良
団
員

　

第
一
分
団　

藤
井　

匡

　

第
一
分
団　

池
田　

聡

　

第
二
分
団　

藤
井　

知
浩

　

第
ニ
分
団　

蟹
江　

勉

　

第
三
分
団　

下
井　

勝
博

　

本　
　

団　

梅
田　

和
裕

▲式根島消防団一斉放水

　

昨
年
12
月
18
日
、
村
が
協
力
し
て
い

る
国
の
実
証
事
業
「
電
力
系
統
出
力
変

動
対
応
技
術
研
究
開
発
事
業
」
の
第
５

回
実
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
が

新
島
村
ク
リ
エ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
に
は
本
事
業
の
委
託
先
で

あ
る
東
京
大
学
、
東
京
電
力
、
電
力
中

央
研
究
所
、
東
光
高
岳
等
で
構
成
さ
れ

る
「
予
測
技
術
系
統
運
用
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
※
）」
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

約
40
名
の
方
が
来
島
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
村
か
ら
も
村
長
を
は
じ
め
、

村
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
、
役
場
内
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
実
験
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
村
内
に
続
々
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
実
験
施
設
が
で
き
て
い
ま

す
。住
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

様
々
な
形
で
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
事
業
の
趣

旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
財
政
課　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

実
証
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
　
　
　

   

☎
(5)
０
２
０
４
（
直
通
）

※
予
測
技
術
系
統
運
用
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

　

現
在
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
分
け
る
と

次
の
よ
う
な
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

◯
太
陽
光
発
電
に
お
け
る
日
照
時
間
、

風
力
発
電
に
お
け
る
風
の
強
弱
な
ど

の
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
安

定
し
た
電
力
の
供
給
に
不
安
が
残
る

◯
火
力
発
電
の
既
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
比
較
す
る
と
発
電
コ
ス
ト
が
高
い

◯
休
日
な
ど
電
気
の
需
要
が
少
な
い
時

に
使
用
す
る
電
力
よ
り
発
電
さ
れ
る
電

力
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
電
気

が
余
っ
て
し
ま
う
た
め
、
発
電
出
力
の

抑
制
や
蓄
電
池
な
ど
の
設
置
が
必
要

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
克
服
す
る
た

め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
作
ら
れ

た
電
気
を
蓄
え
、
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
の
蓄
電
池
の
導
入
に
関
す
る
コ
ス

ト
の
削
減
や
性
能
の
向
上
の
た
め
の
研

究
開
発
に
国
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
新
島
村
で
日
本
の
将

来
を
見
す
え
た
課
題
解
決
の
た
め
の
実

証
実
験
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
実
証
実
験
に
よ
り
、
新
島

村
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実

証
先
進
地
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

「
電
力
系
統
出
力
変
動
対
応
技
術
研
究
開
発
事
業
」

　
　
　
　
　
　
　

第
５
回
実
証
Ｗ
Ｇ
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲第 5回実証ワーキンググループ会議の様子


